
イベント・講座情報募集中!!
申込方法
掲載申請書を企画課へ

（ＦＡＸ・Ｅメール可）

第71回 センス・オブ・ワンダー

寄付者（寄付日順） 寄付の趣旨・目的 金額・物品など
株式会社オオサカヤ 出生届提出者をお祝いするため 知多木綿ガーゼ 1,300枚

五八九会 乙川小学校 学校備品充実のため ホイッスル・ソフトバレーボール・ 
バスケットボール

五八九会 横川小学校 学校備品充実のため 保健室ベッド 1台
五八九会

乙川中学校 学校備品充実のため 屋外時計設置 
（ラジオコントロール付太陽電池時計）良友会 竹内 一彦

赤崎知彦 障がい者福祉のため 現金 1,000,000円
株式会社マツイシ楽器店 
代表取締役社長 松石竜一郎

はんだ山車まつりの魅力を若い世代を中心にPRし、
次回のはんだ山車まつりを盛り上げるため

山車まつり公式認定グッズ寄木シート 
47個

竹内 照子 新美南吉記念館展示物の充実のため ステンドグラスの衝立
二ツ坂カーニバル実行委員会 学校施設整備のため 現金 345,325円

　ご寄付ありがとうございます 令和５年10月30日～令和６年１月20日　※敬称略

地域猫 1 周年
フリーマーケットとコサージュ作り　
岩滑公民館にフリーマーケット物資回収箱を置き、毎日

回収に行きます。ご家庭で眠っている未使用品や日用品、
手作りの品などありがたいです。
回収期間　３月１日（金）～１７日（日）
※毎週火曜日は岩滑公民館休館日のため回収なし

　３月１７日（日）　９時～１５時　　 　岩滑公民館
　フリーマーケット、コサージュ作り
　１,０００円（コサージュ作り）
　やなべ区地域猫ボランティア　☎０７０-９０００-３１７６

※13時以降にご連絡ください。

半田市観光ボランティアガイド
養成講座 受講生募集

半田市を訪れる観光客のガイドや、学校での「郷土学習」
支援などを行う観光ボランティアガイドの養成講座を行い
ます。

　４月３０日（火）～令和７年３月（月２回程度）
　　開講　４月３０日（火）　１９時３０分～２１時

　３,０００円（ボランティア活動保険料・施設利用料含む）
　４月２３日（火）までに申込用紙を半田市観光協会へ提出

※申込用紙は半田市観光協会、公民館、図書館などに置い
てあります。
　NPO法人半田市観光協会

　☎３２-３２６４　 ２２-４３２１
　 info@handa-kankou.com知多リトル自由見学・体験会

　３月９日（土）、１０日（日）　９時～１２時、１３時～１５時
 　半田特別支援学校
　年中、年長、小学１年生～５年生
　グローブがある方は持参（貸出し有り）　　 　無料
　知多リトル野球協会（吉川）　☎０９０-６７６８-５７９４
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これは、安城高等女学校で教師をしていた新美南吉が生徒詩集に寄せた詩「一年詩集の序」です。「ほめく」とは熱気を
帯びるということ。生まれたばかりのデンデンムシの触角のように、わずかな音や風、熱、香りでも敏感に感じとり、その驚き喜
びを詩に詠おうと呼び掛けています。
こうした自然界の不思議さや神秘さに目を見はる感性を、アメリカの生物学者で作家のレイチェル・カーソン（1907～
1964）は「センス・オブ・ワンダー」と呼びました。見るもの触れるものすべてが初めての子どもたちが豊かに備えているこの感
性を、大人になっても失わない人たちがいます。南吉もまた、センス・オブ・ワンダーを失わず、作品に表現した作家でした。
たとえば、童話「里の春、山の春」「うまやのそばのなたね」には、幼い者が初めての春を体感する驚きと喜びが描かれてい

ます。春は南吉がもっとも愛した季節です。日記には五感を通して春の訪れを感じ取る様子が書かれています。

春はそれだけを抽き出すことが出来ない。道や草や空気と一しょになっている。君が気持のよい空気をうんと吸い込んだなら、
君は即ち春を吸いこんだのだ。君が柔かい草を踏んだのなら即ち春をさわったのだ。（1940年3月21日）

さあ、今年も春が来ました。新美南吉記念館では企画展「南吉のセンス・オブ・ワンダー」を開催します（4月13日（土）～6月
30日（日））。春の南吉の里に遊びに来てください。
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